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1. ま え が き

送信雷力100Wの 小 規模な中波 ラジオ中継局 を建

設 しようとする場合,放 送機が低廉化 されて きている

なかで,送 信空中線を建設するためのコス トは依然 と

して高 く,全 体 の建設費 の中で大 きな割合 を占めてい

る.さ らに,支 線アンカーのための土地や支線の下の

土地,ア ースを敷設す るための土地を購入するとすれ

ば これ らの経費が加 わ り,100Wの ラ ジオ中継局1

局 建設す るための経費は数千万円にもなる.中 波 ラジ

オ空中線 の建設費 を削減するために,小 型ア ンテナ,

自立式ア ンテナの開発,実 用例 も示 され ているが1),

建 設費 を低廉化するためのひとつの手段 として,既 設

のテレビ送信鉄塔 を利用 して中波空中線 を建設す る方

法が考 えられる.こ の方式では,中 波放送機 を設置す

る局舎や自家発用エ ンジンもテレビ中継局 と共用する

ことができ,コ ス ト削減の効果が大 きい.

今 回,奄 美大島 ・瀬戸内テレビ中継局において,テ

レビ送信鉄塔 を利用 した中波ラジオ放送局用かご形ア

ンテナを実用化 したので,そ の概要を報告する .

2. か ご形 ア ンテナの構造

奄美大島 ・瀬戸内テレビ中継局 は高知 山(海 抜415

m)に 設 置され,総 合:500W,教 育:500W,FM:

100Wで 送 信 してお り,瀬 戸 内町を中心 としたサー

ビスエ リア内の世帯数は約7000で ある .

テ レビ送信空中線 は図1の ように,テ レビ用6段 ス

ーパ ターンアンテナ(総 合6ch
,数 育10ch共 用)と

FM用2段4面 双ループアンテナで構成 されてお り,

局舎屋上 までの高さは7m,鉄 塔 の地上高 は37.5m

で あ る.こ の テレビ送信柱 の頂部か ら4本 のダ ウン

リー ドを下 ろし,頂 部においてダウンリー ドはローデ

イングコイルを介 して鉄塔 に接続するとともに,長 さ

15mの4本 の傘形負荷 に接続 している.ロ ーデ イン

グコイルは,か ご形アンテナの入力インピーダンスを

調整 す る と ともに,空 中線効 率 を上 げる働 きをす

る1).給 電点 はダウンリー ド下部であ り,局 舎 の2階

(高 さ4m)に 置 かれた放送機 に壁貫通碍子 を通 して接

続されている.放 送機のマイナス側は,局 舎内の接地

線を通 して地上 のラジアルアースに接続されている.

ラ ジアルアースはで きるだけ広い方が良いが ,設 置

場所が山の頂上のため平地のように均一 に敷設できな
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図1　 か ご形 アンテナの構造

Structure of cage antemra.
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い.実 際の工事 では,既 設道路や斜面の部分 も含め,

鉄塔 を中心 として平均半径25mの 中 に120本 のアー

ス線 を敷設 した.道 路の舗装 してい る部分 について

は,舗 装 をはが した後,深 さ30cmに ラ ジアルアー

スを敷設 し,再 び舗装 を行 った.テ レビ中継局の局舎

のまわ りには 「はぶ返 し」と呼 ばれ る高 さ2mの 鉄筋

コンクリー ト塀がめぐらされているが,こ の部分につ

いては60カ 所 の穴 を貫通 し,外 と内のラジアルアー

スを接続 している.

3. イ ン ピーダ ンス特性

図2は,傘 形負荷 を4本 とし,頂 部ローディングコ

イルを8μHと11.5μHに 変 えた場合 のイ ンピーダ

ンス特性実測値である.図3は,頂 部負荷ローデイン

グ コイル を12.5μH一 定 とし,傘 な しの場合 と傘1

本 の場合 のイ ンピーダンス特性 を比較 した ものであ

る.

これ らのインピーダンス特性は図4の ように,こ の

か ご形アンテナを基部絶縁型 アンテナ として見た とき

の放射 イ ンピーダ ンスRa-jXUと,鉄 塔柱 を中心導

体,外 側 のダウンリー ドを外導体 とする同軸線路の先

端にローデイングコイルを接続 して下端から見たイン

ピーダンスjXLが 並 列に接続 されている回路 のイン

ピーダンス特性 に近似で きる1).

図2,図3の ようにローデイングコイルのインダク

タンスLを 大 きくする と並列 リアクタンスjx乙 が大

きくなるため,並 列共振周波数を下げる方向に働 き,

また,傘 の数 を少な くす ると放射抵抗Raが 小 さ くな

るとともに,放 射 リアクタンスーjXaが 大 き くなるた

め並列共振周波数が高 くな り,イ ンピーダンスのピー

クが大 きくなる傾向がある.

4. 効 率

今回,実 用化 したかご形アンテナを使用 して,空 中

線雷力100W,周 波数1026kHzで 送信 し,5カ 所 の

測定点 における雷界強度を測定 した.表1は,ロ ーデ

イングコイルのインダクタンスおよび傘の本数を変 え

た場合の,各 測定点における雷界強度実測値から算出

した空中線効率である.

表1か らわかるとお り,傘 の本数 は多いほど効率は

良 く,ま た,ロ ーディングコイルのイ ンダクタンスは

給電点インピーダンスの抵抗分が大 きくなるよ うに

(150Ω 以 上)調 整 した方が効率は良 くな る傾 向が あ

る.

各 測定点のうち,術 角の大 きな山のふ もとの測定点

(阿木名,古 仁屋港,久 根津)の 電界は,術 角の小 さな

山の尾根の測定 点(キ ャンマ 山,展 望台)の 雷界 より

4～6dB低 いが,こ れは中波送信空中線の垂直指向性

によるものと考 えられる.

な お,実 験的 に半径20m内 に32本 の銅線 を舗 装

写真1　 テレビ送信鉄塔に取付けられたかご型アンテナ

Cage antenna installed in TV transmitting antenna 

tower.

図2　 か ご型ア ンテナの入力 インピー ダンス

(傘4本 一定)

Input impedance of cage antenna. 

(number of loading wire is kept in 4)
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部分を含む周囲の土の上にはわせ,各 銅線 の先端で打

ち込み接地棒 に接続 した形状のラジアルアースを使用

した場合,ロ ーディングコイルを最良に調整 しても表

1の5地 点 における効率の平均値 は15.1%で あ った.

実験的に敷設 したラジアルアースの接地抵抗 は10.6

Ω,本 設 ラジアルアースの接地抵抗 は3.0Ω で あ り,

この差が効率の差 となって現れている.

5. む す び

以上のように,テ レビ送信鉄塔 を利用した中波空中

線を実用化す ることができた.こ のアンテナの取付工

事中は7地 点において,テ レビ,FM放 送波の雷界強

度 とビー ト妨害,ゴ ース トなどの画質,音 質を監視 し

たが,工 事前後および中波送信のON/OFFに よる変

化 は認 め られず,ま た,中 波 受信波 のS/Nも テ レ

ビ,FM波 のON/OFFで 変 化 しない ので,テ レビ,

図3　 か ご形 アンテナの入力イ ンピー ダンス(ロ ーデ

ィングコイルのL=12.5μH一 定)

Input impedance of cage antenna. 

(inductance of loading coil is kept in 12.5 pH)

図4　 かご型アンテナの等価回路

Equivalent circuit of cage antenna.

表1　 アンテナ構造 に よる効 率の違い

Measured antenna efficiency.

これすぼんでんす口テレビ送信鉄塔柱を利用した中波かご形空中線の実用化 (107)227



FM放 送 波 とラジオ放送波の間の干渉については問題

ないということができる.今 後,こ のようなアンテナ

が中波 ラジオ局建設費の低廉化の有効な手段 として発

展することを期待 したい.

(1994年9月16日 受付,1994年11月18日 再受付)
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